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 形 状  ③   角型 寸  法 

 

  幅 １,０００ｍｍ 

  奥行  ６００ｍｍ 

  高さ  ８００ｍｍ 

 容 量  ⑤  ５００Ｌ 
材  質 

板  厚 

 

   ＳＳ４００ 

   ４.５ｍｍ 

 通 気 管 

 

   内径２５ｍｍ×１本 

   先端に引火防止網 

   40ﾒｯｼｭ 

給 油 、  

注 油 設 備  

 ⑧ 型式〇〇－〇〇 

 ﾎｰｽ3m，ﾋﾟｽﾄﾝﾉｽﾞﾙ有 

 給油設備20L/分×１基 

 タンクの固定方法  ⑨ 車止め 

 採 光 、 照 明 設 備  

 換気、排気の設備  

 消 火 設 備  ⑫ 第５種消火設備（〇〇消火器１０型）×２本 

 工 事 請 負 者 

 住 所  氏 名 

 ⑬〇〇県〇〇市〇〇〇丁目〇〇番〇〇号 

  〇〇工業㈱ 担当 〇〇 〇〇  電話〇〇〇－〇〇〇〇－〇〇〇〇 

 備  考    こ の 用 紙 の 大 き さ は 、 日 本 産 業 規 格 Ａ ４ と す る こ と 。       
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※記入方法 

 各欄の該当がない部分は，斜線または「なし」等を記入し，空欄が無いようにしてください。 

① 事業の概要は，貯蔵所が設置されている事業所の事業内容，貯蔵目的等を記入してくだ

さい。 

② 屋外にタンクを設ける場合は斜線にて抹消し，屋内にタンクを設ける場合は，屋内タンク貯 

 蔵所構造設備明細書記入方法を参考に記入してください。 

③ 形状は，縦置円筒型，横置円筒型，角型，楕円型等を記入してください。 

④ 寸法は，次の項目を記入してください。 

 (1) 縦置円筒型は，内径及び側板の底部からトップアングルまでの高さ 

 (2) 横置円筒型は，内径，胴長，鏡出及び全長 

 (3) 角型は，縦，横，高さ 

 (4) 楕円形は，長さ，幅，高さ，最大幅等特徴的な部分の長さ 

⑤ 容量は，空間容積を除いた実容量を記入してください。（危政第５条第２項参照） 

⑥ 材質，板厚は，タンクそれぞれの部分の材質及び板厚を記入してください。 

⑦ 通気管は，タンクに設置される通気管の種別，設置数，内径を記入してください。 

⑧ 給油設備，注油設備は，設備の型式及び概要を簡潔に記入してください。 

⑨ タンクの固定方法は，地盤面又は架台等への固定方法を記入してください。 

⑩ 採光，照明の設備は，貯蔵所に設置する採光及び照明の種類，設置個数を記入してく 

 ださい。 

⑪ 換気，排気の設備は，換気，排気の設備に分け，種別（自然，強制，自動強制），設 

 備種類，設置台数等を記入してください。 

⑫ 消火設備は，貯蔵所に設置される消火設備について，危政令別表第５に規定する区分，設備 

 名，設置数等を記入してください。 

 （例） 第４種消火設備（粉末消火５０型）１本，第５種消火設備（粉末消火３.５kg）５本 

⑬ 工事請負者住所氏名は，工事請負者の住所，氏名（法人は，主たる事業所の所在地，法人名 

 及び担当者名）及び連絡先の電話番号を記入してください。 


